
横
浜
の
格
差
社
会
の
現
状
と
そ
の
取
り
組
み

①
市
民
の
生
活
満
足
と
不
満
足
を
分
け
る
も
の
～
横
浜
市
民
意
識
調
査
か
ら
～

１
一
は
じ
め
に

　
横
浜
市
で
は
毎
年
「
横
浜
市
民

意
識
調
査
」
（
注
１
）
を
行
う
こ
と

で
市
民
の
生
活
意
識
や
生
活
実
態

な
ど
を
把
握
し
、
市
政
運
営
や
政

策
立
案
の
基
礎
資
料
と
し
て
い
る
。

　
「
横
浜
市
民
意
識
調
査
」
で
把
握

し
て
い
る
生
活
満
足
感
に
つ
い
て

経
年
変
化
を
見
る
と
、
「
生
活
に

満
足
し
て
い
る
」
及
び
「
ま
あ
満

足
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
『
満

足
層
』
は
、
平
成
1
2
～
1
6
年
は
減

少
傾
向
を
示
し
た
が
、
平
成
1
7
年

以
降
は
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

し
か
し
、
全
国
平
均
と
比
較
す
る

と
、
横
浜
市
民
の
生
活
満
足
度
は

い
ず
れ
の
年
に
つ
い
て
も
全
国
平

均
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
「
生
活
に
や
や

不
満
が
あ
る
」
及
び
「
不
満
が
あ

る
」
と
回
答
し
た
『
不
満
層
』
゛
は
、

平
成
1
2
～
1
6
年
は
増
加
傾
向
を
示

し
た
が
、
平
成
1
7
年
以
降
は
横
ば

い
で
推
移
し
て
い
る
（
図
１
、
２
）
。

２

『
生
活
満
足
層
』
と
『
生
活
不

満
層
』
の
ク
ロ
ス
分
析

本
稿
で
は
、
平
成
1
9
年
度
の
横

浜
市
民
意
識
調
査
で
質
問
し
た
生

活
満
足
感
に
お
い
て
、
「
生
活
に

満
足
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
市

民
を
『
生
活
満
足
層
』
、
「
や
や
不

満
が
あ
る
」
及
び
「
不
満
が
あ
る
」

と
回
答
し
た
市
民
を
『
生
活
不
満

層
』
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
①
意

識
、
②
属
性
、
及
び
③
各
年
代
に

お
い
て
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
属
性

に
つ
い
て
ク
ロ
ス
分
析
を
行
っ
た

結
果
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

①
生
活
満
足
層
と
生
活
不
満
層
の

　
意
識

（
１
）
住
ま
い
の
周
辺
の
暮
ら
し
や
す

　
さ
に
つ
い
て
（
図
３
）

　
住
ま
い
の
周
辺
の
暮
ら
し
や
す

さ
に
つ
い
て
の
意
識
を
見
る
と
、

生
活
満
足
層
は
「
暮
ら
し
や
す
い
」

が
5
5
・
７
％
と
過
半
数
を
占
め
て

い
る
。
こ
れ
に
「
ま
あ
暮
ら
し
や

す
い
」
を
合
わ
せ
る
と
9
2
・
２
％

と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
が
「
暮
ら
し

や
す
い
」
と
意
識
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
生
活
不
満
層
で

は
「
暮
ら
し
や
す
い
」
は
1
5
・

２
％
に
過
ぎ
ず
、
「
ま
あ
暮
ら
し

や
す
い
」
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
過

半
数
に
達
し
て
い
る
。
一
方
で

「
ま
っ
た
く
暮
ら
し
や
す
く
な
い
」

と
「
あ
ま
り
暮
ら
し
や
す
く
な
い
」

が
合
わ
せ
て
2
8
・
１
％
で
あ
り
、

生
活
不
満
層
は
生
活
満
足
層
に
比

べ
て
「
暮
ら
し
や
す
く
な
い
」
と

意
識
し
て
い
る
割
合
が
多
い
。

　
生
活
満
足
層
と
生
活
不
満
層

は
、
住
ま
い
の
周
辺
の
暮
ら
し
や

す
さ
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
む
配
ご
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と

　
に
つ
い
て
　
（
図
４
）

　
自
分
自
身
や
家
族
の
生
活
に
関

す
る
心
配
ご
と
や
困
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
見
る
と
、
生
活
満
足

層
は
生
活
不
満
層
よ
り
も
ほ
と
ん

ど
の
項
目
に
お
い
て
該
当
す
る
と

答
え
て
い
る
割
合
が
少
な
い
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
。
生
活
満
足
層
に

お
い
て
、
生
活
不
満
層
よ
り
も
回

答
割
合
が
多
い
項
目
は
「
犯
罪
や

防
犯
」
、
「
環
境
問
題
」
、
「
事
故
・

災
害
」
の
３
つ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
生
活
満
足
層
で
は
、
生

活
に
直
結
す
る
項
目
に
お
い
て
心

配
ご
と
や
困
っ
て
い
る
割
合
は
、

生
活
不
満
層
の
半
分
程
度
ま
た
は

そ
れ
以
下
の
水
準
で
あ
り
、
「
犯

罪
や
防
犯
」
、
「
環
境
問
題
」
、
「
事

故
・
災
害
」
な
ど
、
社
会
全
般
の

項
目
に
つ
い
て
心
配
ご
と
や
困
っ

て
い
る
割
合
が
多
い
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
生
活
不
満
層
で

は
、
心
配
ご
と
や
困
っ
て
い
る
こ

と
と
し
て
、
「
自
分
の
病
気
や
老

後
」
、
「
家
族
の
健
康
や
生
活
上
の

問
題
」
、
「
景
気
や
生
活
費
」
を
挙

げ
て
い
る
割
合
が
多
い
。
ま
た
、

満
足
層
と
比
べ
て
「
失
業
・
倒
産
、

収
入
減
少
」
、
「
仕
事
や
職
場
」
、

「
住
宅
」
の
割
合
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
生
活
不
満
層
は
、
「
自
分

の
病
気
や
老
後
」
、
「
家
族
の
健
康

や
生
活
上
の
問
題
」
、
「
景
気
や
生

活
費
」
な
ど
、
生
活
に
直
結
す
る

項
目
に
お
い
て
心
配
ご
と
や
困
っ

て
い
る
割
合
が
多
い
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
よ
り
、
病
気
や
健
康

に
対
す
る
不
安
や
雇
用
、
収
入
な

ど
の
不
安
が
生
活
に
不
満
を
抱
く

要
因
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。

②
生
活
満
足
層
と
生
活
不
満
層
の

　
属
性

（
１
）
住
居
形
態
（
図
５
）

　
心
配
ご
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と

で
、
生
活
満
足
層
と
不
満
層
の
差

が
大
き
い
も
の
の
一
つ
に
「
住
宅
」

執筆高
橋
　
和
行

（
株
）
リ
サ
ー
チ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表
取
締
役

（
注
１
）
横
浜
市
民
意
識
調
査
概
要
で

　
横
浜
市
民
意
識
調
査
は
、
基
本
的
に
横
浜

市
内
に
居
住
す
る
満
2
0
歳
以
上
の
男
女
個
人

３
，
０
０
０
人
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い

る
（
平
成
1
9
年
度
は
５
。
０
０
０
人
）
。
調
査

対
象
の
抽
出
に
際
し
て
は
居
住
地
な
ど
に
よ

る
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
し
、
住
民
基

本
台
帳
か
ら
無
作
為
抽
出
し
て
い
る
。
調
査

方
法
は
個
別
訪
問
面
接
法
を
用
い
て
い
る
。

　
こ
の
調
査
で
は
、
定
住
意
向
、
生
活
満
足

感
、
生
活
で
の
心
配
ご
と
、
行
政
へ
の
満
足

度
、
行
政
へ
の
要
望
に
つ
い
て
毎
年
質
問
す

る
ほ
か
、
年
ご
と
に
設
定
す
る
特
集
項
目
に

つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。
平
成
1
9
年
に
実
施

し
た
調
査
の
特
集
は
『
防
災
』
と
『
暮
ら
し

や
す
さ
』
で
あ
っ
た
。

調査季報vol.162 ・ 2008.3■30

《2》



【平成19年度横浜市民意識調査】

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
住
居
形
態
に

つ
い
て
見
る
と
、
生
活
満
足
層
・

不
満
層
い
ず
れ
も
、
「
持
家
（
一

戸
建
て
」
」
が
最
も
多
く
、
次
い

で
「
持
家
（
マ
ン
シ
ョ
ン
・
共
同

住
宅
）
」
、
「
民
間
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
生
活
満
足
層
は
「
持

家
（
一
戸
建
て
）
」
と
「
持
家

図１　生活満足感の経年変化

（
マ
ン
シ
ョ
ン
・
共
同
住
宅
）
」
が

合
わ
せ
て
8
2
・
１
％
で
あ
り
、
中

で
も
「
持
家
（
一
戸
建
て
）
」
が

5
3
・
２
％
で
全
体
の
過
半
数
を
占

め
て
い
る
の
に
対
し
、
生
活
不
満

層
は
「
持
家
（
一
戸
建
て
）
」
と

「
持
家
（
マ
ン
シ
ョ
ン
・
共
同
住

宅
）
」
が
合
わ
せ
て
6
5
・
１
％
と
、

持
家
の
割
合
が
生
活
満
足
層
よ
り

図２　生活満足感（全国との比較）

も
少
な
い
。
こ
の
差
の
ほ
と
ん
ど

は
「
持
家
（
一
戸
建
て
）
」
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
「
持
家
（
マ
ン

シ
ョ
ン
・
共
同
住
宅
）
」
に
つ
い

て
は
、
両
者
で
大
き
な
差
は
な
い
。

　
ま
た
、
生
活
不
満
層
は
「
借
家

（
県
営
・
市
営
の
共
同
住
宅
）
」
や

「
民
間
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
」

が
生
活
満
足
層
と
比
べ
て
多
く
な

図３　住まい周辺の暮らしやすさ図４　心配ごとや困っていること

図５　住居形態
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図６　職業

図７　年代別の生活満足感て
い
る
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
職
業
（
図
６
）

　
職
業
に
つ
い
て
見
る
と
、
生
活

満
足
層
は
「
主
婦
・
主
夫
」
が

2
6
・
８
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で

「
無
職
」
、
「
事
務
職
」
、
「
現
業
職
」
、

「
自
営
業
」
、
「
管
理
職
」
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
生
活
不
満

層
は
「
現
業
職
」
が
2
6
・
３
％
で

最
も
多
く
、
次
い
で
「
無
職
」
、

「
事
務
職
」
、
「
主
婦
・
主
夫
」
、

「
自
営
業
」
、
「
専
門
技
術
職
」
と

な
っ
て
い
る
。

　
生
活
満
足
層
は
、
生
活
不
満
層

と
比
べ
て
「
主
婦
・
主
夫
」
、
「
管

理
職
」
が
多
く
、
生
活
不
満
層
は
、

生
活
満
足
層
と
比
べ
て
「
現
業

職
」
、
「
自
営
業
」
が
多
い
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。

　
「
現
業
職
」
の
具
体
的
な
内
容
と

し
て
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
派

遣
な
ど
非
正
規
社
員
と
し
て
の
雇

用
形
態
が
多
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
生
活
不
満
層
で
は
現
業
職
が

多
い
が
、
こ
の
こ
と
が
「
景
気
や

生
活
費
」
、
「
失
業
・
倒
産
、
収
入

減
少
」
、
「
仕
事
や
職
場
」
で
の
心

図８　職業（20代）配
ご
と
や
困
っ
て
い
る
割
合
が
生

活
満
足
層
に
比
べ
て
多
い
こ
と
に

結
び
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

③
年
代
別
の
ク
ロ
ス
分
析
か
ら

　
生
活
満
足
感
を
年
代
別
に
見
る

と
、
5
0
代
以
降
は
年
代
が
上
が
る

ほ
ど
「
満
足
」
が
多
く
な
り
、

「
不
満
」
が
少
な
く
な
る
傾
向
が

あ
る
（
図
７
）
。

　
以
下
、
年
代
ご
と
に
特
徴
的
な

傾
向
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
属
性
に

つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

図９　住居形態（30代）
（
１
）
2
0
代
（
図
８
）

　
2
0
代
に
お
い
て
、
生
活
満
足
層

と
生
活
不
満
層
の
違
い
を
『
職
業
』

で
見
る
と
、
生
活
満
足
層
は
、
生

活
不
満
層
と
比
べ
て
「
学
生
」
、

「
主
婦
・
主
夫
」
が
多
い
。
こ
れ

に
対
し
生
活
不
満
層
は
、
生
活
満

足
層
と
比
べ
て
「
現
業
職
」
、
「
無

職
」
が
多
く
、
両
者
を
合
わ
せ
る

と
生
活
不
満
層
全
体
の
5
0
・
Ｏ
％

に
達
し
て
お
り
、
生
活
満
足
層
の

約
２
倍
で
あ
る
。
中
で
も
生
活
不

満
層
の
「
無
職
」
は
１
１
・
５
％
で
、

生
活
満
足
層
の
約
1
0
倍
で
あ
る
。
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つ
て
い
る
。
特
に
「
民
間
ア
パ
ー

ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
」
の
割
合
は

2
1
・
２
％
で
生
活
満
足
層
の
２
倍

以
上
で
あ
る
。

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
生
活
不

満
層
は
、
生
活
満
足
層
と
比
べ
て

持
家
に
住
ん
で
い
る
割
合
が
少
な

く
、
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で
い
る
割

合
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

生
活
不
満
層
で
は
、
収
入
が
少
な

い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
持
家
を

所
有
で
き
な
い
こ
と
や
、
狭
い
・

古
い
な
ど
の
住
環
境
に
あ
る
こ
と

で
「
住
宅
」
の
心
配
ご
と
や
困
っ



　
2
0
代
の
場
合
、
「
無
職
」
は
ニ

ー
ト
、
「
現
業
職
」
は
フ
リ
ー
タ

ー
が
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。
2
0
代

の
生
活
不
満
層
は
、
正
社
員
と
し

て
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に

よ
っ
て
生
活
が
不
安
定
で
あ
る
人

の
割
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
3
0
代
（
図
９
）

　
3
0
代
に
お
い
て
、
生
活
満
足
層

と
生
活
不
満
層
の
違
い
を
『
住
居

形
態
』
で
見
る
と
、
生
活
満
足
層

は
、
生
活
不
満
層
と
比
べ
て
「
持

家
（
マ
ン
シ
ョ
ン
・
共
同
住
宅
）
」

図10　既婚の場合の共働きの有無（40代）

が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
生
活
不
満

層
は
、
生
活
満
足
層
と
比
べ
て

「
持
家
（
一
戸
建
て
）
」
が
3
9
・
７
％
、

「
民
間
ア
パ
ー
ト
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
」

が
2
5
・
６
％
と
多
い
。

　
3
0
代
は
、
住
宅
の
新
規
取
得
が

始
ま
る
年
代
で
あ
る
が
、
（
持
家

二
戸
建
て
）
」
層
は
、
取
得
に
伴

う
経
済
的
負
担
が
大
き
い
こ
と
へ

の
不
満
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「
民
間
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン

シ
ョ
ン
」
層
は
、
持
家
を
取
得
で

き
な
い
こ
と
へ
の
不
満
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

図11　職業（50代）

（
３
）
4
0
代
（
図
1
0
）

　
4
0
代
に
お
い
て
、
生
活
満
足
層

と
生
活
不
満
層
の
違
い
を
『
共
働

き
の
有
無
』
で
見
る
と
、
生
活
満

足
層
は
「
共
働
き
し
て
い
な
い
」

割
合
が
6
6
・
１
％
、
逆
に
生
活
不

満
層
は
「
共
働
き
し
て
い
る
」
割

合
が
6
2
・
８
％
と
過
半
数
を
占
め

て
い
る
。

　
生
活
満
足
層
は
共
働
き
し
な
く

と
も
生
活
が
可
能
で
あ
る
が
、
生

活
不
満
層
は
、
家
族
の
生
活
を
支

え
る
た
め
に
共
働
き
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
傾
向
が
強
い
と
も
考
え

図12　住居形態（60代）

ら
れ
る
。

（
４
）
5
0
代
（
図
1
1
）

　
5
0
代
に
お
い
て
、
生
活
満
足
層

と
生
活
不
満
層
の
違
い
を
『
職
業
』

で
見
る
と
、
生
活
満
足
層
は
、
生

活
不
満
層
と
比
べ
て
「
管
理
職
」
、

「
主
婦
・
主
夫
」
が
多
い
。
こ
れ

に
対
し
生
活
不
満
層
は
、
生
活
満

足
層
と
比
べ
て
「
自
営
業
」
、
「
現

業
職
」
が
多
く
、
「
自
営
業
」
と

「
現
業
職
」
を
合
わ
せ
る
と
生
活

不
満
層
全
体
の
5
4
・
２
％
に
達
し

て
お
り
、
生
活
満
足
層
の
約
２
倍

で
あ
る
。
ま
た
、
生
活
不
満
層
の

図13　職業（既婚女性:60歳未満）

「
管
理
職
」
は
5
　
6
％
で
生
活
満
足

層
の
約
１
／
３
、
「
主
婦
・
主
夫
」

は
1
4
・
0
％
で
生
活
満
足
層
の
約

１
／
２
で
あ
る
。

　
5
0
代
の
生
活
不
満
層
は
、
自
営

業
や
現
業
職
が
多
い
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
自
営
業
は

家
内
で
の
零
細
業
者
、
現
業
職
は

期
間
雇
用
者
な
ど
が
多
い
と
推
測

さ
れ
、
生
活
満
足
層
に
比
べ
て
収

入
が
少
な
く
、
生
活
も
不
安
定
で

あ
る
割
合
が
高
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）
6
0
代
（
図
1
2
）

　
6
0
代
に
お
い
て
、
生
活
満
足
層

と
生
活
不
満
層
の
違
い
を
『
住
居

形
態
』
で
見
る
と
、
生
活
満
足
層

は
、
生
活
不
満
層
と
比
べ
て
「
持

家
（
一
戸
建
て
）
」
、
「
持
家
（
マ

ン
シ
ョ
ン
・
共
同
住
宅
）
」
が
多

い
。
こ
れ
に
対
し
生
活
不
満
層
は
、

生
活
満
足
層
と
比
べ
て
「
民
間
ア

パ
ー
ト
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
」
、
（
借
家

二
戸
建
て
）
」
、
「
借
家
（
県
営
・

市
営
の
共
同
住
宅
）
」
が
多
い
。

　
借
家
や
民
間
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
持
家
以
外
の
割
合

は
、
生
活
満
足
層
が
7
.
8
％
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
生
活
不
満
層
は

3
7
・
８
％
で
あ
り
、
生
活
満
足
層

の
約
５
倍
で
あ
る
。
中
で
も
生
活

不
満
層
の
「
民
間
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
」
は
2
3
・
３
％
で
、
生

活
満
足
層
の
約
８
倍
で
あ
る
。

　
6
0
代
で
民
間
ア
。
パ
ー
ト
・
マ
ン

シ
ョ
ン
や
借
家
に
居
住
し
て
い
る
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場
合
、
住
ん
で
い
る
住
宅
が
老
朽

化
し
て
い
る
可
能
性
も
高
い
と
推

測
さ
れ
る
。
6
0
代
の
生
活
不
満
の

原
因
に
「
住
宅
」
の
心
配
ご
と
や

困
っ
て
い
る
こ
と
が
か
な
り
影
響

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
６
）
既
婚
女
性
（
6
0
歳
未
満
）

　
（
図
1
3
）

　
既
婚
女
性
（
6
0
歳
未
満
）
に
お

い
て
、
生
活
満
足
層
と
生
活
不
満

層
の
違
い
を
『
職
業
』
で
見
る
と
、

生
活
満
足
層
は
、
生
活
不
満
層
と

比
べ
て
「
主
婦
・
主
夫
」
が
6
0
・

６
％
と
多
い
。
こ
れ
に
対
し
生
活

不
満
層
は
、
生
活
満
足
層
と
比
べ

て
「
自
営
業
」
、
「
現
業
職
」
が
多

く
、
家
族
従
業
者
や
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
既
婚
女
性
の
生
活
不
満
層
は
、

職
業
を
持
っ
て
い
る
人
の
割
合
が

多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
場

合
、
家
族
の
生
活
を
支
え
る
た
め

に
共
働
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
「
景
気
や
生
活
費
」
で
の

心
配
ご
と
や
困
っ
て
い
る
割
合
が

多
い
こ
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

３

数
量
化
理
論
Ⅱ
類
分
析
に

よ
る
判
別
分
析

　
２
の
ク
ロ
ス
分
析
に
よ
り
、
生

活
満
足
層
と
生
活
不
満
層
は
、
周

辺
の
暮
ら
し
や
す
さ
、
心
配
ご
と

や
困
っ
て
い
る
こ
と
の
割
合
の
ほ

か
、
住
居
形
態
や
職
業
に
も
差
が

図14　生活満足層と生活不満層を判別する要因
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見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

要
因
に
よ
っ
て
、
生
活
満
足
か
不

満
か
が
左
右
さ
れ
る
も
の
と
推
測

さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
生
活
満
足
層

と
生
活
不
満
層
が
、
ク
ロ
ス
分
析

で
取
り
上
げ
た
項
目
も
含
め
て
、

ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
り
判
別
さ

れ
る
か
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　
判
別
分
析
（
注
２
）
の
手
法
と

し
て
『
数
量
化
理
論
Ⅱ
類
分
析
』

を
用
い
た
。
判
別
を
説
明
す
る
要

因
と
し
て
、
平
成
1
9
年
の
横
浜
市

民
意
識
調
査
で
の
質
問
項
目
の
中

か
ら
「
住
ま
い
の
周
辺
の
暮
ら
し

や
す
さ
」
、
「
心
配
ご
と
や
困
り
ご

と
」
、
「
行
政
が
充
実
す
べ
き
施
策

（
要
望
）
」
、
「
収
入
と
労
働
時
間
の

考
え
方
」
、
「
仕
事
と
余
暇
に
つ
い

て
の
考
え
方
」
、
「
近
隣
と
の
つ
き

あ
い
」
及
び
性
、
年
齢
、
家
族
形
態
、

職
業
、
住
居
形
態
を
設
定
し
た
。

な
お
、
複
数
回
答
の
質
問
は
回
答

選
択
肢
ご
と
に
○
か
×
か
の
２
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
分
析
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
要
因
を
用
い
た
生
活

満
足
層
と
生
活
不
満
層
の
判
別
結

果
の
的
中
率
は
8
3
・
0
4
％
で
あ

り
、
十
分
に
高
い
結
果
を
示
し
た
。

生
活
満
足
層
と
生
活
不
満
層
の
判

別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
が
ど
の

程
度
影
響
を
与
え
て
い
る
か
は

『
カ
テ
ゴ
リ
ー
ウ
ェ
イ
ト
』
で
示

さ
れ
る
。
各
要
因
の
判
別
の
寄
与

度
は
『
変
数
レ
ン
ジ
』
と
し
て
示

さ
れ
、
影
響
の
大
き
な
も
の
は
変
数

レ
ン
ジ
が
大
き
く
な
る
（
図
1
4
）
。

　
生
活
満
足
層
と
生
活
不
満
層
の

判
別
に
寄
与
す
る
要
因
は
、
「
住

ま
い
の
周
辺
の
環
境
の
暮
ら
し
や

す
さ
」
が
最
も
高
く
、
次
い
で

「
住
居
形
態
」
、
「
職
業
」
、
「
景
気

や
生
活
費
の
こ
と
（
心
配
ご
と
や

困
り
ご
と
）
」
、
「
現
住
地
で
の
定

住
意
向
」
、
「
仕
事
や
職
場
の
こ
と

（
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
）
」
の
順

で
あ
る
。

　
横
浜
市
民
意
識
調
査
の
中
に

は
、
所
得
に
関
す
る
設
問
は
な
い

が
、
住
居
形
態
、
職
業
と
い
っ
た

属
性
は
経
済
力
を
間
接
的
に
反
映

し
て
い
る
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

生
活
満
足
層
か
生
活
不
満
層
か
は
、

主
に
、
住
ま
い
の
周
辺
の
環
境
や

経
済
的
な
要
因
が
影
響
し
て
い
る

と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

４
一
お
わ
り
に

　
ク
ロ
ス
分
析
か
ら
見
た
、
生
活

満
足
層
と
不
満
層
の
特
徴
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

　
生
活
不
満
層
は
、
住
ま
い
の
周

辺
を
暮
ら
し
に
く
い
と
感
じ
て
い

る
人
の
割
合
が
生
活
満
足
層
に
比

較
す
る
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
生
活
不
満
層
の
心
配

ご
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、
自

分
や
家
族
の
生
活
・
健
康
、
仕
事

や
生
活
費
、
住
宅
な
ど
生
活
に
直

結
し
た
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
、

生
活
満
足
層
で
は
犯
罪
や
防
犯
、

災
害
、
環
境
問
題
な
ど
、
生
活
に

直
結
し
た
も
の
よ
り
も
社
会
的
な

も
の
へ
の
心
配
ご
と
な
ど
が
多
い

こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
生
活
不
満
層
は
不
安
定

な
生
活
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
住
居
形
態
で
は
、
生
活

不
満
層
は
生
活
満
足
層
と
比
べ
て

賃
貸
住
宅
な
ど
に
住
ん
で
い
る
割

合
が
多
く
、
職
業
で
は
、
生
活
不

満
層
は
生
活
満
足
層
と
比
べ
て
現

業
職
が
多
い
。
生
活
不
満
層
は
、

持
家
の
取
得
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、

不
安
定
な
雇
用
状
況
に
あ
る
こ
と

な
ど
が
生
活
へ
の
不
満
に
つ
な
が

っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
数
量
化
理
論
Ⅱ
類
に
よ

る
分
析
で
は
、
「
住
ま
い
の
周
辺

の
環
境
の
暮
ら
し
や
す
さ
」
、
「
住

居
形
態
」
、
「
職
業
」
、
「
景
気
や
生

活
費
の
こ
と
（
心
配
ご
と
や
困
り

ご
と
）
」
な
ど
が
生
活
満
足
層
と

不
満
層
を
判
別
す
る
主
要
な
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

　
生
活
不
満
層
は
、
主
と
し
て
住

ま
い
周
辺
の
環
境
、
経
済
的
な
要

因
に
よ
り
生
じ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
今
回
の
分
析
の
政
策
的
な
含
意

と
し
て
は
、
安
定
的
な
雇
用
や
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
整
備
な
ど

の
施
策
の
充
実
・
強
化
に
努
め
、

経
済
力
の
欠
如
か
ら
生
ず
る
不
安

を
取
り
除
き
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
安
心
し
て
働
き
、
ま
た
、
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
の

構
築
に
努
め
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
注
２
）

　
判
別
分
析
と
は
、
対
象
と
す
る
デ
ー
タ
が
、

ど
の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
か
を
予
測
す
る

手
法
で
あ
る
。
数
量
化
Ⅱ
類
分
析
と
は
、
｀
判

別
分
析
の
一
種
で
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
デ
ー
タ

（
回
答
選
択
肢
な
ど
の
数
量
で
な
い
デ
ー
タ
）

を
予
測
の
説
明
に
用
い
る
手
法
で
あ
る
。
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